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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   
岡山」県0市の鱒歳以上75歳未満の住民から無作為抽出した500名に対して  
栄養摂取と抑うつ症状の関係を郵送調査した。401名（回収率8b．0％）が回答し、  
そのうち食事摂取と抑うつ症状の回答に欠損のない279名（55．8％、男性133名、  
女性146名）の栄養摂取と抑うつ症状の関係を多重ロジスチック分析を用いて  
解析を行った。巣篭摂取は摂取上位群、摂取中位群、摂取下位群に3分割した。  
抑うつの評価はCES－D日本語版を用いて抑うつ得点を計算した。男性において、  
オッズ比とその95％信頼区間はカロチン摂取上位群で0．36（0．13－0．98）、ビタミ  
ンC摂取上位群で0．33（0．12－0．93）、炭水化物の摂取上位群で0．29（0．10－0．85）、  
ビタミンE中位摂取群で0．33（0．12・0．92）と抑うつありの割合が、摂取下位群に  
比較して約3分の1となり、統計的に有意に低下した。女性においても有意で  
はないが、同様の傾向がみられた。日本の地嘘高齢者において、カロチン、ビ  
タミンC、炭水化物の摂取と抑うつ症状の低下との関連が示唆された。  
論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
うつ病は世界的にも日本でもよく見る疾患であるし、高齢者に多い。本研究は、65歳  
以上75歳未満の住民高齢者において栄養摂取と抑うつの関連を研究したものである。解  
析対象は279人でアンケート調査にてデータを得て、解析をした。その林泉、男性にお  
いて炭水化物、カロチン、ビタミンCの摂取上位群では下位群より抑うつの割合が有意に  
低下していた。また女性でも統計学的に有意ではないが同様の傾向がみられた。  
この結果は、うつ病ではないがそれへの移行が懸念される抑うつ者に対して、日常の食  
事、栄養摂取に関して、注意を払う必要があるという重要な知見を得ており価値ある業績   
である。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
